
【 １月 の 行 事 予 定 】

１日（木）～３日（土）年始休暇
４日（日）４月分貸館受付開始
６日（火）第３３回新春書初め大会

こ 子どもから 令和８年 １月号 １０日（土）～２月６日（金）
お 大人まで 郡山公民館 つばめロード作品展示（墨友会）
り 理想に燃えて 鹿児島市郡山町１６８ １５日（木）第９回八重大学
や 躍動する 電話 ２９８－２２２０ １９日（月）～３０日（金）
ま 学びの館 fax ２９８－２２３１ 図書室特別整理期間休室

皆様にとって素晴らしい年でありますように
館長 狩 集 淳

令和８年という新しい年を迎えました。郡山地区の皆様、そして郡山と縁のある皆様、
今年もどうかよろしくお願いいたします。
今年の干支は『丙午（ひのえうま）』ということで『午年』になります。

馬は、遠い昔から、日本人の生活の近くにあり、農耕や狩猟を通して、ともに生きて

きた身近な生き物でもあります。また、馬が持つ力強さから、この年は、様々なことが

順調に進み、業務などの発展や努力が実を結ぶ年になるともいわれます。

郡山公民館でもこの一年を、駆け抜ける馬のように、勢いとエネルギーに満ちた活動

的な一年にしたいと考えております。

躍進と飛躍の年、皆様にとって新しい学びや様々な出会いがありますように、郡山公

民館職員一同、努力して参りますので、ご利用・ご協力のほどよろしくお願い申し上げ

ます。

１２月１３日（土）午前、ホールに宮
内 礼治 氏(宮丸太鼓店店主)を迎え「誇り
をもって生きる」と題して講演をしてい
ただきました。
太鼓づくりの実演を交えて、人権意識

を高めていただきました。講演の中では、
太鼓を作り上げていく専門的な高い技術
にふれ、命の尊さや感謝、大切さをじっ
くり考える機会になりました。また、他
人事ではなく自分のこととして考えてい
くことの大切さも実感しました。会場に
集まった約１００人の聴衆は、講演の時
間いっぱい熱心に聞き入っていました。
講演が終わると講師の周りに集まり、

太鼓の皮を一目見ようとする方たちも多
数見られました。

郡山地域人権問題研修会
１２月１１日（木）に実施しました八重

大学は、藤原流希世の会による日本舞踊か
ら始まりました。講演はサン・フェリーチ
ェ代表の若松 沙奈枝 先生による、「歌と健
康でひらく幸せの扉」と題した講話でした。
７０年代フォークソング等懐かしい歌を

７曲交え、講座生は自然と口ずさんだり、
手拍子が取ったりする姿も見られました。
講演を終え、幸せを実感し、心を耕してい
ただきました。

１２月の八重大学

【 第９回 八重大学の予定 】

〔日時〕１月１５日（木）9：15～ 11：20
〔芸能発表〕藤間流千寿会（日舞）

〔演題〕「詩人まど・みちおの世界」

〔講師〕石田尚治 氏 鹿児島大学名誉教授 詩人まどみちおの甥



郡山公民館図書室では１月４日（日）から新春のお祝い企画
を準備して皆さまのご来室をお待ちしております。お祝い企画
は『福 BOOK』『こどもおみくじ』『新春開運しおり』です。（準
備していたものがなくなり次第終了します。）
また、１月１９日(月)～３０日(金)は蔵書点検などを行う特別

整理期間となり、市立図書館と全公民館図書室は休室します。
(天文館図書館やサンエールかごしまは通常通り開館していま
す。)
年末年始から特別整理期間までの間は返却期限などが変更に

なりますので、図書室の掲示物や市立図書館のホームページな
どでご確認ください。
図書室では毎月１回、一般向け読書会『読書

サークル方丈』を開催しています。図書室のす
みっこの、ちょっと特別で居心地のよい空間で
本を紹介し合ったり、ゆったりおしゃべりを楽
しんだりする。そんな気軽であたたかい集まり
です。初めての方も大歓迎！日程は図書室内の
掲示でお知らせします。

図書室からのお知らせ

１０月４日（土）の「親子で楽しむ絵本講座」を皮切りに８つの後期講座がスタート
し、楽しく学んでいただきました。これらの講座も、年明けの「多肉植物を楽しもう」「体
に優しい簡単家庭料理」で終了します。学習日誌から受講しての感想を掲載します。

令和７年度公民館後期講座も終盤へ！！

栄養満点で体も
心も元気をもらい
ました。とっても
美味しいでした。

はらいが思ったより難
しかったです。試合で覚
えるのが大変だったけ
ど、楽しかったです。

いろいろ作る
ことができまし
た。また来たい
です。

好きな車の絵本も
あり、楽しめまし
た。季節感のある工
作も良かったです。

分らないことな
ど丁寧に教えてく
ださり、毎回楽し
く学ばせてもらっ
ています。

話をしながらのウ
ォーキングが楽しか
ったです。充実した
ウォーキングができ
て良かったです。

アプリの楽し
い活用について
学びました。活
用できるよう頑
張りたいです。
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